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最適設計なし

99.5kg
最適設計あり

133.6kg

E：環境 - 環境方針

【 取り組み内容 】

環境負荷の小さい商品の開発に努めるとともに、人と環境に

やさしい技術をもって環境保全に適合する商品の開発に取

り組む。

〈最近の例〉

・「日本機械工業連合会 優秀省エネ機器・システム表彰の受賞」
（FRA)

・新商品における環境配慮、カーボンニュートラルへの貢献  
（Smart ECO吸着：RC-SEシリーズ、YDシリーズ）

◆ 環境配慮商品
　ユーシン精機は、ユーザーで昼夜稼働し続ける生産設備

のメーカーとして、省エネ商品の開発を継続的に行ってい

ます。　　

　2019年にはフラッグシップモデルであるFRAシリーズが

一般社団法人 日本機械工業連合会が表彰する「平成30年

度優秀省エネ機器・システム表彰」において、「日本機械工

業連合会会長賞」を受賞しました。前身である「優秀省エネ

ルギー機器表彰」における、YCシリーズに続くものとなり、

最適設計をはじめとする、ユーシン精機の省エネルギーに

対する継続的な取り組みに対して高いご評価を頂けたもの

と考えています。

　2021年7月に発売したRC-SEシリーズでは当社独自技術

のエア消費量削減ツールECO吸着®を進化させたSmart 

ECO吸着（PAT.P）を搭載しました。エア消費量を最大78％

カットすることで、エアコンプレッサの電気使用量削減を実

現できます。

〈取出ロボット  RC-SEシリーズ〉
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◆ 環境アクションポリシー

商品開発を通じた環境貢献と、
全社員共通の取り組みとしての環境負荷の低減活動に取り組む

商品開発としての取り組み

省エネ商品の継続的開発1

【 取り組み内容 】

業務の効率化の推進による紙の使用量の減少

全社共通としての取り組み

ペーパーレス化2

【 取り組み内容 】

・工場建設・増設、社有車の購入の際は、環境負荷を低減す
る選択肢をとる。（LED照明の活用、再生可能エネルギー由
来の電力購入、環境配慮型自動車の購入など）

・在宅勤務やWeb会議の積極的利用による、社用車利用頻度の減少

CO2排出量の低減

環境負荷の低減
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〈取出ロボット  YDシリーズ〉

25.5%
軽量化

※YD2-1025Dにおける
　駆動部質量の比較

【 環境配慮商品 】
◎ 優秀省エネ機器・システム表彰の受賞
◎ 継続的な省エネ商品開発（最適設計など）

【 気候変動・脱炭素への取り組み 】
◎ 環境マネジメントシステム（ISO14001）の推進
◎ 再生可能エネルギー由来の電力導入
◎ TCFD提言に基づく情報開示

S
（社会）

【 人　権 】
◎ YUSHINグループ人権方針の制定とリスクの特定

【 お客様工場の働き方改革 】
◎ 工場全体の自動化システム提供

【 安心・安全 】
◎ 世界最高基準の安全規格搭載ロボット販売

【 働きやすい環境づくり 】
◎ 健康経営・安全衛生の推進
◎ 法要請を上回る育休、時短制度
◎ 働くママを応援 YUSHIN Mama’s Meeting の実施

【 社会との関わり 】
◎ 次世代育成支援やレスキューロボットコンテストの協賛

G
（ガバナンス）

【 ガバナンス体制の強化 】
◎ 取締役8名のうち、社外取締役3名
◎ 実効性評価による取締役会の改善
◎ 社外取締役を委員長とした指名・報酬委員会

【 ダイバーシティ 】
◎ 取締役8名のうち、女性2名

直接関連する
SDGs項目
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